
  山梨県内で地域に根差した暮らしや教育、環境活動をしている方々の活動を知り、お互いにつながる機会と

して、年に一度の開催をしています。KEYWORD“環境・教育・森のようちえん・暮らし・しごと・観光・ものづく

り・インタープリテーション・ESD・SDGS・農・地域づくり”などにピンときた方は、是非ご参加ください。 

●日時／2023 年 3 月 4 日（土）10：00～１５：３０   ●会場／山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター 

●パネルディスカッション／・高田研（都留文科大学地域社会学科教授）  

   ・古屋真弘（甲斐国一宮浅間神社）   ・まちの上の朝市 uenohara   

●対象／どなたでも 一般、学生の皆様   ●参加費／無料  

●主催／山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター、やまなし環境教育ミーティング実行委員会  

●共催／公益財団法人キープ協会、山梨県地球温暖化防止活動推進センター 

●お問合せ・お申込み 山梨県立八ヶ岳自然ふれあいセンター 電話 0551－48－2900 

 申し込みフォーム https://ssl.formman.com/form/pc/cK2AGkaVNaEr8xAk/ 

 

●日時／２０２３年２月２３日（木）  １３時～  ●オンライン「ZOOM」開催  ●申込み期限／２月２０日（月）  

●主催／公益財団法人やまなし環境財団・  環境パートナーシップやまなし 

●プログラム／  主催団体の挨拶、パネルディスカッションなど 

●パネリスト／  

・株式会社 相川プレス工業・株式会社 仙洞田板金工業共同企業体   ・株式会社 山梨中央銀行 

・生活協同組合パルシステム山梨  ・都留文科大学の学生サークル「しぇあはぴ」 

●お申込み／公益財団法人やまなし環境財団・  環境パートナーシップやまなし 

TEL：055-223-１６３４   FAX：０５５－２２３－１７８１  Ｅ－ｍａｉｌ： shizen@pref.yamanashi.lg.jp 

 

 

地球温暖化の主な原因は、化石燃料の使用により排出される二酸化炭素です。世界中で化石燃料から脱却する「脱炭素」の考え方が

広まり、エネルギーの転換が進みつつあります。今回のセミナーでは、エネルギーの未来と地球温暖化についてみなさんとともに考

えていきます。 

●日時／2023 年 3 月 4 日（土）13：30～16：30 

●会場／甲府市総合会館 3 階  大会議室  （甲府市青沼 3－5－44） 

●主催／甲府市地球温暖化対策地域協議会   ●申込み締切／2 月 28 日（火） 

●定員／80 人   ●参加費／無料   ●オンライン（ZOOM）でも配信（申込時に接続方法を伝えます） 

●内容／【講演】急激に進む世界的な脱炭素・エネルギー大転換、 

地域に根差した再エネとモビリティが主役の時代に／講師：NPO法人環境エネルギー政策研究所 所長 飯田哲也 

 【事例紹介】脱炭素・地球温暖化防止へ向けた事業者の取り組み／株式会社山梨中央銀行・山梨トヨペット株式会社  

●お申込み 甲府市地球温暖化対策地域協議会  ℡055-241-4363 メール kankyohozen@city.kofu.lg. 

 

  

  山梨県の事業者にカーボンニュートラルに向けて取り組みを進めて頂くための 

ハンドブックを製作しました。脱炭素の世界の潮流や事業者のメリット、具体例を 

たくさん盛り込み、巻末には各種情報サイトや補助金の情報もまとめてあります。 

ぜひご活用ください。冊子データはセンターWEB でダウンロードができます。 

https://www.keep.or.jp/yccca/material.html 

 

 

 

 

かつての学び舎と共に地域を豊かに 

～人もエネルギーも元気も地域で循環する 

暮らしの中心地～ 

 

『株式会社みとみむら』では、山梨市の旧三富小学校跡地を有効活用し、三富の自然をいかした事業を展開しています。

建設、農、アクティビティ提供等 5 つの地元企業が協働し、三富の自然を活かして、災害時には拠点となる場として

2021年 7月から動き出しています。推進員でもある根津さんを取材させて頂きました。 

脱炭素、温暖化防止の視点で紹介をさせていただくと、次の 2点が、まずあります。 

 

◆自然エネルギーを活かしたドライフルーツづくり 

校庭と屋内プールいっぱいに、ずらりと並んだ干し柿の列。「昔は当たり前にやっていた。自然のエネルギーの流れを

うまく活かすと共に、発酵文化も含め、冬の食糧の保存の知恵ですよ」「冬は農閑期になるので、そこでどう生きる糧を得

ていくかのたくましい部分でもありますよね」と根津さんは語る。柿や大粒ブドウも巨大レーズンとなり、濃厚な味わいを

出していました。 

◆フードロスの削減 、山梨 4パーミルの普及 

食糧廃棄の削減は、「ドローダウン 100 の方法」の中でも総合で第 3 位に位置する重要な課題。山梨のブドウは房で

販売されるが、当然こぼれる実がでます。その実を集めて販売を開始。1 種類だけでなく複数の種類をあわせて販売、買

う側にとってもいろいろな種類を食べられてうれしい！「果樹を育てる時にでる剪定枝も、炭にして畑に戻すことで土壌

改良剤として活かしています。その土地のエネルギーで育ったものをその土地に戻しているだけです。山梨4パーミルの

手法は、現場に適しています。」根津さんは、当たり前に話しながら、炭素固定とエネルギー循環の視点からも、未来を先

取りしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「山羊と烏骨鶏もここで飼います。耕作放棄地の再生や、ビジターセンター機能もあるんです。」廃材の活用、鳥獣害で

駆除されたシカ肉のペットフード化とドッグラン、懐かしい校舎を活用した貸館事業、次年度には簡易宿所としての機能

も動きはじめ、それはまた気候危機が広がる中の防災拠点機能にもつながっていく。訪問した日も、農福連携で作業中

の活気がある時間でした。 

 

「自分たちで何とかしようと思えば、何とかなる」 

「地域に（未来への）あかりを灯していかないと」 

根津さんの言葉には、エネルギーも元気も地域で循環する未来型のくらしの在り方へ、一歩一歩進む姿に、 

「地域の力」が、ここでも光と熱を放っていました。                          取材・文／鳥屋尾健 

◆株式会社みとみむら HP https://mitomimura.com/ 

発行：山梨県地球温暖化防止活動推進センター 公益財団法人キープ協会                      

〒407-0301 山梨県北杜市高根町清里 3545 やまねミュージアム内 TEL:0551-48-8011  

FAX:0551-48-3577  mail: eco@keep.or.jp  https://www.keep.or.jp/yccca/ 
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